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サマーチャレンジボランティアとは⇒⇒⇒
高校生・専門学生・大学生が、夏休みを利用してさまざまな
施設や団体へボランティア活動に行きます。

学生のボランティアの第一歩を新潟市社会福祉協議会が全力
応援！！ちょっぴり勇気。笑顔いっぱい！感動いっぱい！！
のイベントです！

情報のまど

ボランティア募集の情報です

若者支援ボランティア
【施 設 名】イツモノトコ（新潟市西区坂井東3丁目3−29）
【活動内容】若者支援（お話し相手・居場所）
【活動日時】月・火・金曜日 10：00～15：00の間
【連 絡 先】 NPO法人 新潟ねっと 025-268-6514

“子育てひろば・ぺったん”での
子どもの見守りボランティア

【施 設 名】 西地区公民館（新潟市西区内野町603番地）
【活動内容】 子ども（1歳から3歳までの未就園児）の見守り、受付
【活動日時】 9～12月、3月 各月第1金曜日 10：00～12：00
【連 絡 先】 西地区公民館 025-261-0031

社会福祉法人 新潟市社会福祉協議会
西区社会福祉協議会ホームページ

社会福祉法人 新潟市社会福祉協議会
西区社会福祉協議会 facebookページ

-編集後記- -発行-

この4月に入社いたしました新米ボラ

ンティアコーディネーターです。地域
のみなさんが、笑顔になれるお手伝
いをしたいと思います。どうぞ宜しくお
願いいたします。（たちばな）

新潟市西区社会福祉協議会
西区ボランティア・市民活動センター

新潟市西区寺尾東3-14-41

健康センター棟1階
TEL:025-211-1630 / FAX:025-211-1631



✿上：総合学習
✿下：にし Co.Mi.NET 2018

✿西内野小学校：高齢者疑似体験 ✿内野小学校：ユニバーサルデザイン体験

✿清心中学校：車椅子体験

１．講 話：「なぜ？ボランティアを受け入れるの？」
講師：新発田市 豊浦愛宕の園 生活相談員主任 山尾 香葉子氏

２．事例発表：「ボランティアを受入れしている施設と
施設で活動しているボランティアさんのお話」

発表：はあとふるあたご
小規模多機能ホーム坂井東 原島 淳子氏

ボランティアグループ さわらび代表 小杉 利元氏

３．グループワーク・参加者交流会（意見交換会）
ボランティア受入の際に「伝えたい大切なこと」を考える

✿ボランティア受入施設担当者交流・研修会とは⇒⇒⇒

関係施設のボランティア受入施設担当者を対象に、ボランティア
受入れの必要性や、その準備方法などを共有し、地域（ボラン
ティア）と施設のより良い関係づくりを考える会です。

ボランティアを受入れる施設担当者さんの思い。ボランティア活動者さんの
思い。双方からのお話を聞くことで、さまざまな実状と課題が見えてきました。
お互いの「こんなはずじゃなかった…」を防ぐために、施設側は受付時に
伝えるべきことを明確にしよう！任せきりにせず声を掛けていこう！
感謝を言葉や態度であらわそう！などの改善策があがり、“ボラン
ティア受入れは施設利用者さんへの刺激になるだけでなく、大切
な地域交流である”との山尾講師の言葉に、学びと気づきの
拍手が鳴りやみませんでした。

✿ 小・中学校の総合学習では、福祉とは「ふだんのくらし

のしあわせ」であること、そのために地域でどのような取り

組みが行われているのかを紹介しています。また、高齢者

疑似体験や車いす、ユニバーサルデザインに実際にふれ

るなどの体験学習も行っています。学習を通して、相手の

困りごとに気づき、思いやりの気持ちをもって行動できる人

になって欲しいとメッセージを送っています。

✿パネリスト紹介✿

○学校を通して子どもと地域を繋ぐ青山小地域教育コーディネーター・加藤 那澪子氏
○地域の学校の総合学習にご尽力くださる内野地区民生委員児童委員・吉田 由美子氏
○当事者として、また支える立場として、視覚障がい者の普段の暮らしを子どもたち
にご教示くださるNPO法人オアシス 小島 紀代子氏・三留 五百枝氏・入山 豊次氏

当日は、パネルディスカッションと更に理解を深めるグループワークを行いました。福祉施設や学校・医

療関係者、地域住民の方など、たくさんの方からご参加いただき、分野を超えた顔の見える関係づく
りの場となりました。 ～ H30.8.7（火）内野まちづくりセンター ～

西区内のネットワーク構築のための異業種交流会


